
学校図書館を
充実・活用するためのモデル校

茨木市立葦原小学校



学校紹介
〇沿革
昭和４９年玉櫛小学校の一部と玉島小学校の一部を分離して設立

〇児童数
６６８名 ２４学級（うち支援学級６学級）

〇教育目標
知育・徳育・体育の調和のとれた たくましい子どもの育成

〇目指す子ども像
◎自立・・自尊感情を持ち夢を育む子
◎共生・・全ての人と手をつなげる子
◎創造・・自らの考えを築き行動できる子



本に親しむための具体例

〇貸し出し冊数を1冊→2冊へ

貸し出し1冊 貸し出し２冊

図鑑だけ迷路だけ
絵本や小説など
読み物を1冊借

りる



本に親しむための具体例

〇様々な本との出合い

おすすめ展示 題名しりとり

図書ボランティアさんとの連携

出合いの偶然性



本に親しむための具体例

〇様々な本との出合い
読み聞かせ詩の掲示



本に親しむための具体例

〇学習に関連した本との出合い

ブックトーク廊下への配架



本に親しむための具体例

〇読書週間の取り組み

読書福袋読書郵便
（昨年度）

読書ビンゴ
教科書教材
筆者の紹介



学校図書館を活用した授業づくり

〇蔵書の充実・地域との連携

新規購入図書の選書
市内小中学校・中央図書館との

物流システム



学校図書館を活用した授業づくり

〇図書を活用した自分の問いづくり



学校図書館を活用した授業づくり

〇図書を活用した言語活動の充実

教師モデルの提示



学校図書館を活用した授業づくり

〇図書を活用した言語活動の充実

並行読書の推進



学校図書館を活用した授業づくり

〇学力通信「つながり」を通した実践の共有



児童の変容

学校図書館の貸出冊数（児童）

令和3年度 令和4年度
令和5年度

（９月末時点）

総数 １４,２１６ ２３,２９８ １１,６４２

９類（文学）
E （絵本）

８,８８６
（６2.5％）

１５,３２４
（65.7％）

７,５５８
（64.9％）

０類～８類
５,３３０
（37.5％）

７９７４
（34.3％）

４,０８４
（35.1％）



教職員の変容

学校図書館の貸出冊数（教職員）

令和3年度 令和4年度
令和5年度

（９月末時点）

総数 ７７７ ２,３４１ １,３１１

図書館を活用して
授業をする

つけたい力を育むために
図書館を活用する

手段の目的化
からの脱却



各学年の取組み



１年生

サラダでげんき

C 読むことにおいて場面の様子や登場人物の行動など、内容
の大体を捉える力。

つけたい力



言語活動

お母さんが元気になるために
サラダのもう一品をおすすめする



２年生

「読むこと」において、重要な語や文を考えて選び出す力。

ビーバーの大工事

つけたい力



言語活動

動物のすごいところを
「ここスゴ！カード」で紹介する



３年生

つけたい力

サーカスのライオン

「読むこと」において、登場人物の気持ちの変化や性格、情景
について、場面の移り変わりと結び付けて具体的に想像する力



言語活動

中心人物の変化があるお話の
お気に入りを紹介する



４年生

ごみ処理の仕組みや再利用等について学び、学んだことから
ごみを減らすために自分たちにできることを考える力。

つけたい力

くらしとごみのしまつ



言語活動

ごみを減らすために
自分たちにできることをポスターで表す。



５年生

物語を面白くしている表現の仕方や工夫を見つけ、面白さを
解説する文章を書く力。

つけたい力

注文の多い料理店



言語活動

名作のおもしろさ解説文を書いて、
全校に紹介する



６年生

戦争の恐ろしさ、平和の大切さについて考えを深め、これまで
に学んできたことをもとに自分の考えを表現する力。

つけたい力

平和学習



言語活動

絵本の紹介を通して、
下級生に「平和の大切さ・戦争の恐ろしさ」を伝える


